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「理数科教育について考えよう！WithJICA研修員」
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に参加してきました。
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根室国際理解教育研究会　通信


２００８年２月２９日号　　　発行責任：事務局（柏陵中学校：藤原秋彦）





昨年１２月８日（土）、アフリカ（ウガンダ・タンザニア・マラウイ）の理数科教育者（ＪＩＣＡ研修員）と青年海外協力隊（JOCV）ＯＢで開発途上国が抱える教育問題について開発教育、国際理解教育への多様なアプローチを図る手段をディスカッションしました。この企画は文部科学省が共催として出資していただき、北海道協力隊ＯＢ会が主催でＪＩＣＡ札幌で行われました。根室からは中西別中　村上と西春別小　若木先生（２人とも協力隊ＯＢ　派遣国ケニア　職種　理数科教師）がポスターセッション担当として参加しました。





ポスターセッションでは村上がマイクロスケール実験の紹介で爆鳴気実験を行い、若木先生が圧気発火実験と夕焼け実験を担当しました。開発途上国の現状は理科教育を行うには欠かすことのできない実験授業が不足しており、途上国でも入手可能な材質を考えたり、実験のスケールをスモール化することで、薬品の少量化・安全性の向上・少人数で実験可能・廃液処理の少量化などを考案したマイクロスケール実験を提案しプレゼンを行いました。２人とも英語でプレゼンするなんて２３年ぶりということもありましたが、何とか理解してもらえるよう努力しました。途上国から来られた研修生の人たちも興味深く見てもらい、有意義なコミュニケーションを図れたと思います。





国際理解教育を推進していく上で大切なのはやはり机上の学習でなく、実践力だということを今回再確認しました。協力隊ＯＢ会は帰国後も開発途上国への支援を続けており、それに参加できたことで、また根室の教育に貢献できればと考えています。今は現職参加で参加できる教員枠が無制限になった青年海外協力隊に興味のある方は別海町中西別中　村上までご相談下さい。


（文責：村上玄一郎）
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